
　1965（昭和40）年に創業した株式会社小林商店は、ガソリンスタンド事業
に加え、秋田市を中心に能代市や横手市など40~60㎞圏内を事業領域に約
1,800件の顧客を抱える。最大の強みは「地域の皆さんとの繋がりを大切に
守ってきた」こと。供給形態が大きな変革を迎える中、「この先も必要とされる
価値のある存在でありたい」と宇佐美万里代表取締役は力説する。

株式会社小林商店

　導入は従業員の負担軽減と顧客の安心・安全性の向上を目的に進めてき
た。機器メーカー選定は、コスト比較は行わず設置工事現場での作業をいか
に少なくできるかという視点で採択した。具体的には、事務所でのパソコンへ
の登録作業はあるものの、現地での複雑な登録や確認の必要がなく作業が
全般的に簡便であったことや、メーカー担当者が補助金申請書類の作成全
般から取付工事まですべてを担ってくれたことが決め手に。「結果的にメー
カー担当者がいなければ実現できない事業でした。今後も機器メーカーさん
の協力を得ながら、今後5年程度で全件への設置を目指す」と宇佐美代表取
締役。

機器メーカーの協力は不可欠

（秋田県秋田市）

　検針に要する時間の削減により、顧客への保安にかける時間が増えたこと
はシステム導入の利点として挙げられる。半面、設置件数が少ないため費用
対効果の観点からLPG管理システムとの連動をしておらず、現状は自動検針
データをもとに社内で1件1件ハンディーターミナルに打ち込んだ上で請求書
等を出力して顧客へ郵送するなど作業効率化は道半ば。この作業改善のため
には、設置件数を増やすことが課題と先を見据えている。

システム運用は道半ば
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　設置は遠方の豪雪地域の集合住宅や使用量の不安定な床暖房設置宅、ホ
テルを優先して進めたが、豪雪地域での設置は大雪（2.5ｍ）でガスメーター
がすっぽりと埋まってしまうため、通信機をメーター近傍に設置した場合は通
信不能になる。そのため、ケーブルの延長加工を施した上でメーターより著し
く高位置に設置する必要がある地区の取付には苦労した。ただ、「ケーブル費
用では機器メーカーの協力を、延長加工ではガソリンスタンド事業部のメン
バーに加工作業を担ってもらえたことは大変大きかった」と設置工事を1人で
担当したLPガス部の工藤さんは振り返るとともに、機器メーカーに対しては
加工処理が不要な延長ケーブルの早期開発を熱望する。

豪雪地域ならではの苦労も








